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C

所

在

地
　
　
　
東
諸
県
郡
綾
町
大
字
北
俣
字
竹
野
三
二
五
五

（播
摩
山
墓
地
）

所

有

者
　
　
　
東
諸
県
郡
綾
町
大
字
北
俣
宇
竹
野

野
　
　
村
　
　
　
　
　
繁

現
　
　
　
　
　
状

こ
の
ホ
ル
ト

ノ
キ
は
綾
北
川
に
突
き
出
た
竹
野
部
藩

２
痛
状
台
地
上

の
畑

の

西
端
に
残
さ
れ
た
小
高

い
、
広
さ
約
五
ア
ー
ル
の
森

の
中

に
あ
る
。

こ
の
森
は

ホ
ル
ト

ノ
キ
の
巨
大

の
樹
冠
か
ら
成
立

っ
て
い
る
。
森

の
樹
種
構
成
は
大
木

の

イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
（
日
通
り
幹
周
四

・
三
米
）
、

ヤ
ブ

ニ
ッ
ケ
イ
と
三
本

の
ク
ス
ノ

キ
が
あ
り
、
小
喬
木

に
ヤ
ブ

ニ
ッ
ケ
イ
、

ェ
ノ
キ
、

ヒ
メ
ュ
ズ
リ

ハ
、
タ
ブ

ノ

キ
、

ホ
ソ
パ
タ
ブ
、

バ
リ
バ
リ

ノ
キ
、

ァ
ォ
キ
、

サ
カ
キ
、

シ
ラ
キ
、

ツ
バ
ｋ

ウ
ラ
ジ

ロ
ガ

シ
、
タ
ラ
ヨ
ウ
、

ツ
リ
バ
ナ
、

イ
ヌ
ビ

フ
、

イ
ヌ
ガ
ヤ
、

メ
ダ
ケ

な
ど
が
あ
り
、
地
表
は
チ
ヤ
、
キ
ダ

テ
ニ
ン
ド
ウ
、

ハ
ド

ノ
キ
、

イ
ヌ
ビ

ワ
の

稚
樹
と
共

に
テ
イ
カ
カ
ズ

ラ
、

フ
ウ
ト
ウ
カ
ズ

ラ
、

ツ
ル
コ
ウ
ジ
、
ト
キ
ワ
ア

ケ
ビ
、

ヤ
ブ

メ
ョ
ゥ
ガ
、　
ハ
ナ
イ
カ
ダ
、

ノ
シ
ラ
ン
、

ホ
シ
ダ
な
ど
が
低

い
被

度
を
保

っ
て
暖
帯
林

の
植
相
を
示
し
て
い
る
。

ホ
ル
ト
ノ
キ
は
樹
高
推
定

一
八
米
、
根
廻
り

一
〇

・
五
米

、

目

通
り

幹

囲

■
『

田

正

六

・
〇
五
米
、
枝
張
り
は
東
西

二
五
米
、
南
北
三
〇
米
あ
る
。
枝
下
直
幹
は
ほ

と
ん
ど
な
く
地
上

一
米
位
か
ら
上
部

で
九
本
の
太
枝

に
分
岐
し
主
幹
と
枝

の
区

別
の
な

い
撒
形
樹
冠
と
な

っ
て
い
る
。
根
張
り

は
露
出
し
て
四
方

に
展
開
し
、

高
さ
三
〇
―
六
〇
糎
の
板
根

を
発
達
さ
せ
て
い
る
。
露
出
根

は
多
く

の
木

こ
ぶ

を
発
達
さ
せ
、
地
表
で
互
に
交
叉
し
て
異
観
を
呈
し
て
い
る
。

ホ
ル
ト

ノ
キ
の

露
出
根
か
ら
は
多
く
の
不
定
芽
か
ら
発
達
し
た
ひ
こ
ば
え
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の

或
も

の
は
親
株
か
ら
独
立
樹
と
な

っ
て
い
る
も

の
も
隣
接
し
て
立
ち
、

そ
の
主

幹

の
大
き

い
も

の
は
直
径
四
三
糎
に
達
し
て
い
る
。

ホ
ル
ト

ノ
キ
の
幹
枝

に
は

直
径

一
〇
糎
に
及
ぶ
ト
キ
フ
ア
ケ
ビ
の
蔓
が
巻
き
登

っ
て
い
る
。
古
木

の
た
め

に
枝
が
裂
け
落
ち
た
あ
と
に
ベ
ッ
コ
ウ
タ
ケ
の
雰
朽
菌
が
入
り
、
寅
朽

の
進
ん

だ
枝
も
あ
る
。
株
元
に
あ

っ
た
将
棋

の
駒
形

の
高
さ

一
米

の
砂
岩
か
ら
な
る
石

碑
板
（碑
文
な
し
）
を
長
年
月

の
間

に
完
全
に
抱
き

こ
ん
で
い
る
。

宮
崎
市
倉
岡
の
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
国
指
定
天
然
記
念
物
と
し
て
ホ
ル
ト
ノ
キ
で

は
日
本
唯

一
の
も

の
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
四
四
年
八
月

二
二
日
の
台
風
九
号
に

よ
り
恨
元
か
ら
折
損
し
、

そ
の
指
定
を
解
除
さ
れ
た
。
倉
岡

の
ホ
ル
ト
ノ
キ
は

樹
高
三
〇
米

で
綾

の
も

の
に
比
較
し
て

一
〇
米
も
高
か

っ
た
。

こ
の
も

の
は
枝

下
直
幹
が
長
く
九
米
も
あ
り
、
綾

の
撒
状
分
岐

の
短
幹
形
と
は
全
く
異

っ
て
い

た
。
樹
冠
の
展
開
は
綾

の
も
の
は
森

の
中
で
他
樹

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
関
係
か
、

綾

町

竹

野

の

水

ル

ト

ノ

キ

昭
和
四
九
年

一
一
月
二
二
日
調
査

調

査

者

　

　

　

平



そ
の
枝
張
ヶ
が
広

い
が
倉
岡
の
も

の
は
平
地
の
独
立
樹

で
は
ゞ
半
分

に
過
ぎ
な

か

つ
た
。
根
廻
り

お
よ
び
目
通
り
幹
囲
は
九
米

お
よ
び
四

。
三
米

で
綾

の
も

の

が
更

に
大
き

い
。

ホ
ル
ト

ノ
キ
は
ホ
ル
ト

ノ
キ
科
に
属
し
、

日
本

で
は
コ
バ

ン
モ
チ
と
二
種

の

み
で
あ
る
。

日
本
独
特

の
樹
種

で
千
葉
県
以
西

の
太
平
洋
岸

の
暖

い
照
葉
樹
林

中
に
あ
り
九
州
ま
で
生
え
て
い
る
。　
一
名
モ
ガ
シ
と
い
う
が
、
綾
地
方
で
は
イ

ヌ
ヤ
マ
モ
モ
と
呼
ん
で
い
る
。
紅
葉
し
た
古
葉
が
緑
葉
に
混
じ

っ
て
散
見
さ
れ

る
特
性
が
ぁ
り
、
近
時
衝
路
樹

・
庭
園
木
と
し
て
利
用
が
広
が
り

つ
ゝ
あ
る
。

由
　
　
　
　
　
緒

綾
町
教
育
委
員
会
か
ら
の
指
定
申
請
書
に
よ
れ
ば
、
本
樹
の
由
緒
に
つ
い
て

次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

竹
野
部
藩
の
鷲
巣
家
の
先
祖
肥
田
木
正
連
は
伊
藤
家
の
家
臣
で
あ

っ
た
が
、

元
亀
三
年
五
月
銀
野
木
崎
原
合
戦
に
攻
れ
綾
の
奥
上
中
尾
に
隠
棲
し
た
。
後
に

島
津
氏
に
仕
え
山
道
守
と
し
て
功
績
を
挙
げ
た
豪
族
で
あ
る
。
正
連
は
長
男
大

隅
を
鷲
巣
に
、
二
男
播
摩
を
竹
野
に
、
三
男
対
島
を
隻
野
に
住
ま
わ
せ
、
各
そ

の
土
地
の
名
を
と

っ
て
姓
と
し
た
。
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
二
男
播
摩
の
墓
石
の
許
に

標
木
と
し
て
植
え
た
も
の
と
い
ゝ
伝
え
、
今
に
土
地
の
人
は
播
摩
山
と
呼
ん
で

一
切
本
樹
に
触
れ
ず
天
然
の
ま
ゝ
繁
茂
し
て
い
る
。
そ
の
根
の
張

っ
た
間
に
基

石
を
抱
い
て
い
る
。

保

存

の

要

件

綾
の
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
植
栽
樹
と
判
断
さ
れ
る
が
、
昭
和
四
六
年
三
月
刊
行
の

|

宮
崎
県
肉

の
古
木
誌

に
よ
れ
ば
、

ホ
ル
ト

ノ
キ
と
し
て
は
県
内
唯

一
の
も

の
で

最
大

の
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
先

に
失
わ
れ
た
倉
岡
有
田
の
ホ
ル
ト
ノ
キ
に
匹

敵
す
る
大
樹

で
あ
る
。
有
田
の
ホ
ル
ト

ノ
キ
は
日
本
最
大

の
も

の
と
し
て
天
然

記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
が
、
綾

の
も

の
も
恐
ら
く
日
本
有
数

の
も

の
と
思
わ
れ

る
。

ホ
ル
ト
ノ
キ
は
日
本
独
特

の
樹
種

で
あ
り
、
合

せ
て
本
樹

は
歴
史
的
意
義

を
も

っ
て
昔
時
か
ら
社
会

に
伝
え
残
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
件
を

も

っ
て
学
術
的

に
価
値
あ
る
も

の
と
し
て
、
後
世

に
伝
え
る
た
め
保
存
す

べ
き

も

の
と
認
め
ら
れ
る
。
因
に
本
樹

は
指
定
保
存

の
後
も
、
人
家
か
ら
隔
離
し
て

い
る
た
め
倒
木
な
ゼ

に
よ
る
人
畜
被
害

の
懸
念
は
全
く
な

い
。

ホ
ル
ト

ノ
キ
の
名

に

つ
い
て
は
牧
野
富
太
郎
氏
は
、
地
中
海
沿
岸
産

の
オ
リ

ー
ブ
と
誤
認
し
て

つ
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と

い
う
。
徳
川
の
末
期

に
ポ

ル
ト

ガ

ル
人

に
よ

っ
て
オ
リ
ー
ブ
油
が
持
ち
来
ら
れ
、

こ
の
実

に
似
た
も

の
を
国
内

に
探
し
求
め
た
と

こ
ろ
、

ホ
ル
ト

ノ
木

の
実

を
正
し
く

そ
れ
で
あ
る
と
し
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
の
本

（
ホ
ル
ト
ノ
キ
）
と
名
づ
け
た
と

い
っ
て
い
る
。

文
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一
、

発

見

の

動

機

昭
和
四
十
八
年
三
月
ご
ろ
児
湯
郡
都
農
町
字
岩
山
の
畑
地
に
造
園
用
の
樹
木

造
成
の
た
め
土
地
そ
掘

っ
た
と
こ
ろ
が
林
生
式
の
土
器
が
多
数
発
見
さ
れ
、　
一

部
は
同
郡
高
鍋
町
の
南
九
州
大
学
に
、　
一
部
は
都
農
町
教
育
委
員
会
に
届
け
ら

れ
た
。
そ
れ
で
町
教
育
委
員
会
で
は
県
教
育
委
員
会
に
報
告
、
県
教
育
委
員
会

で
は
樹
木
の
植
込
み
を
行
う
前
に
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
地
主
の
承

諾
を
求
め
た
が
、
地
主
と
事
業
施
行
者
は
別
人
で
あ
り
、
事
業
施
行
者
の
住
居

が
極
め
て
交
通
不
便
の
地
に
あ
る
な
ど
の
関
係
で
、
町
教
育
委
員
会
と
の
連
絡

が
暇
取
り
、
連
絡
し
た
と
き
は
す
で
に
樹
木
を
植
込
み
つ
つ
あ

っ
て
、
土
器
の

発
見
さ
れ
た
場
所
に
は
樹
木
が
植
え
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
県
教
育
委
員
会

で
は
、
そ
の
上
器
の
出
た
と
こ
ろ
の
近
く
を
発
掘
し
て
遺
跡
を
確
認
す
る
こ
と

と
な
り
、
県
文
化
財
専
門
委
員
の
筆
者
と
同
教
育
庁
文
化
課
の
自
石
勇
主
事
と

が
同
町
に
出
張
し
て
調
査
し
た
。
都
農
町
教
育
委
員
会
の
中
野
主
事
及
び
都
農

高
校
教
諭
伊
東
順
夫
氏
ら
が
参
加
さ
れ
た
。

二
、

遺

跡

の

位

置

遺
跡
は
都
農
町
字
岩
山
で
、
都
農
の
町
を
北
に
出
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
の
国
道

一
〇
号
線
の
西
側
、
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の

一
地
図

「
都
農

」
に
、
国

４
Ч

石

恒

太

白
氏

道

一
〇
号
線
に
二
五

・
九

ｍ
の
水
準
点
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
西
側
に

岐
れ
道
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
岐
れ
道
が
最
初
に
曲
折
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
北
か
ら
南
に
走
る
送
電
線
が
あ
る
。
遺
跡
は
岐
れ
道
の
南
、
送
電
線
東
で
、

送
電
線
と
岐
れ
道
に
か
こ
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
こ
は
西
方
に
答
ゆ
る
日
向
中
部
の
主
峰
で
あ
る
尾
鈴
山

（
一
四
〇
五

・
三

ｍ
）
の
東
麓
の
台
地
で
、
標
高
四
〇

ｍ
、
西
か
ら
東
に
緩
傾
斜
を
な
し
て
い
る

畑
地
で
あ
る
。

（第

一
図
参
照
）

三
、

発

掘

の

経

過

四
十
八
年
六
月
五
日
自
石
主
事
と
都
農
町
に
至
り
現
場
を
見
て
、
町
教
育
委

員
会
に
於
て
テ
ン
ト
の
こ
と
、
人
夫
、　
一
輪
車
そ
の
他
発
掘
の
準
備
を
打
合
せ

て
帰
り
、
翌
六
日
は
雨
天
で
あ

っ
た
の
で
七
日
か
ら
十
日
ま
で
発
掘
調
査
を
行

つ
た
が
、
人
夫
が
居
な
い
の
で
、
す
ぐ
西
方
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
の
老
人
男
女

四
名
か
ら
五
名
を
雇

っ
て
掘

っ
た
。

第

一
日
は
道
路
の
西
側
に
、
ほ
ぼ
東
西
に
長
さ

一
〇

ｍ
、
巾
二

ｍ
の
第

一
ト

レ
ン
テ
を
設
定
し
て
、
こ
れ
を
西
側
か
ら
二

ｍ
き
ざ
み
に
第

一
、
二
、
三
、
四
、

五
区
に
分
け
、
ま
ず
表
土
を
剣

い
だ
が
、
こ
こ
は
表
土
が

一
一
開
を

一
五

翻
で
、

そ
の
下
に
厚
さ
八

翻
内
外
の
握
色
の
土
層
が
あ
り
、
そ
の
下
に
黄
色
の
ロ
ー
ム

層
が
厚
さ
七
イ
八

∽
で
入

っ
て
お
り
、
そ
の
下
は
堅
い
褐
色
土
層
と
な

っ
て
い

児
湯

郡
都
農

町
岩
山
遺
跡

調
査
報
告



た
。

こ
の
よ
う
に
表
土
層
が
浅

い
の
で
遺
物

は
少
な
く
、
遺
跡

を
外
れ
て
い
た

の
で
、
ト

レ
ン
チ
を
西
方

に
七
〇

印
延
長
し
た
と

こ
ろ
が
狭
小
な
竪
穴
住
居
址

の
壁
ら
し

い
も

の
に
当

っ
た
。

そ
れ
で
壁

を
追
う
て
北
か
ら
南

に
出

し
て
ゆ
く

と
、
南
方

に
円
形
の
突
起
が
三
個
あ

っ
て
、
そ
の
中

に
上
器
を
包
含
し
て
お
り
、

窯
址
か
、
あ
る

い
は
住
居
址

の
炉
址
か
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
が
、
樹

が
植
え
で
あ
る
の
で
業
者

の
人
夫

に
頼
ん
で
樹
木

を

一
列
他
に
移
植
し
て
も
ら

う

こ
と

に
し
た
。

つ
い
で
第

一
ト

レ
ン
チ
の
第

一
区
を
南

に
四

ｍ
延
長
し
て
こ
れ
を
第
六
区
と

し
て
住
居
址

の
東
壁
と
思
わ
れ
る
も

の
を
出
し
て
行

っ
た
。

そ
し
て
東
壁

の
全

体
を
出
し
た
が
、
壁

の
東
南
端
か
ら
東
南

一
・
五

ｍ
の
と

こ
ろ
に
円

い
石

の
詰

ま

っ
た
直
径

一
〇

∽
の
ピ

ッ
ト

一
個
が
見
出
さ
れ
た
。
さ
ら

に
第

一
ト
レ
ン
チ

第
五
区
を
南
方
に
六

ｍ
延
長
し
て
探
し
た
が
、
濤
状
の
も

の
が
南
北

に
走

っ
て

い
る
の
を
認
め
た
だ
け
で
何
も
な
か

っ
た
。

第

二
日
は
第

一
ト
レ
ン
テ
の
東
方

に
上
器

の
出

て
い
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
の

で
、

こ
こ
に
長
さ

一
〇

ｍ
、
巾

二

ｍ
の
第

ニ
ト
レ
ン
チ
を
ほ
ぼ
東
西
に
設
定
し

て
西
か
ら
東

へ
二

ｍ
き
ざ

み
に
第

一
、

二
、
三
、
四
、
五
と
五
区
に
分
け
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
掘

る
と
、

こ
こ
は
第

一
ト
レ
ン
テ
よ
り
表
土
層
が
深
か

っ
た
が
、

何
も
な
か

っ
た
。

そ
れ
で
第

一
区
の
西
方
を
樹
木

を
移
し
て
五
〇

翻
延
長
す
る

と
遺
跡

に
当

っ
た
。
第

一
ト

レ
ン
チ
同
様

に
竪
穴
住
居
址
ら
し

い
。
竪
穴

に
硬

い
粘
土

の
磐
が
あ
り
、
そ
の
傍
ら

の
黒
土
層
の
中

に
土
器
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。

午
後
は
第

一
ト
レ
ン
チ
の

一
区
と
、

こ
れ
を
南
に
延
長
し
た
第
六
区
を
西
方

に
、
北

で

一
。
三

ｍ
、
南

で

一
ｍ
延
長
し
て
第
八
区
と
し
、

そ
の
表
土
を
剣
ぐ

と
、
第

ニ
ト
レ
ン
チ
の
西
端
に
似
た
形
と
な

っ
た
。

そ
れ
で
中

に
詰
ま

っ
て
い

る
黒
土

の
中
を
掘

る
と
土
器
や
そ
の
破
片
が
多
数
あ
り
、
ほ
ぼ
中
央

に
大
形
高

外

一
個
と
そ
の
下
に
靖
形
土
器

一
個
が
あ
り
、

そ
の
他
大
小

の
土
器
片
が
多
数

入

っ
て
い
た
。

第
三
日
は
第

ニ
ト
レ
ン
チ
の
西
側

に
、
第

二
図

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
南
北

に
長
さ
五

ｍ
、
巾

一
ｍ
の
第
ニ
ト

レ
ン
チ
を
設
定
し
て
こ
れ
を
掘

っ
た
が
何
ら

の
遺
跡
も
な
く
、
第

ニ
ト
レ
ン
チ
の
住
居
址
も

こ
こ
ま
で
は
延
び
て
い
な

い
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

第
四
日
は
第

ニ
ト
レ
ン
チ
の
西
側
を
掘
り
、
実
測
と
埋
戻
し
を
行

っ
た
。

以
上
の
調
査
で
第

一
ト
レ
ン
チ
で
は
東
壁

の
長
さ
四

・
五

ｍ
で
床
面

の
深
さ

五
〇

∽
の
竪
穴
住
居
址

の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
樹
木
が
植
え
込
ま
れ

て
い
る
の
で
、
全
形
を
出
す
に
は
樹
木
が
取
り
除
か
れ
る
二
、
三
年
後
を
待
た

ね
ば
な
ら
な

い
。
第

ニ
ト
レ
ン
チ
に
お

い
て
も
同
様

の
住
居
址

の
存
在
が
確
か

め
ら
れ
た
が
、

こ
こ
は
道
路

の
下
に
な

っ
て
い
る
の
で
こ
れ
以
上

の
発
掘

は
無

理
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

四
、
　
発
　
見
　
の
　
遺
　
物

Ｃ
こ
の
遺
物

は
調
査
前

に
発
見
さ
れ
た
も

の
と
、
調
査
に
よ

っ
て
発
掘

し
た

も

の
と
の
二
つ
に
分

け
ら
れ
る
。

一、　
調
査
前

に
発
見
さ
れ
た
遺
物

調
査
前

に
発
見
さ
れ
た
遺
物

は
秀
生
後
期

の
上
器

で
、　
一
部

は
都
農
町
教
育

委
員
会

に
保
存
さ
れ
て
お
り
、　
一
部

は
南
九
州
大
学

に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、

都
農
町
教
育
委
員
会

に
保
存
さ
れ
て
い
る
も

の
は
写
真
四
お
よ
び
第
二
図

に
示

す
よ
う
な
土
器
で
あ
る
。

ll



C

器
形
か
ら
い
え
ば
姑
形
、
変
形
、
深
鉢
形
、
大
形
高
芥
脚
部
、
鉢
形
、
高
外

な
ど
で
あ
る
が
、
第
三
区
上
段
右
の
甕
形
土
器
は
口
径
二
四

印
、
口
縁
は
高
さ

三

・
四

∽
で
は
と
ん
ど
直
立
し
て
お
り
、
器
体
は
焼
成
が
よ
く
、
灰
黄
色
を
呈

し
た
大
形
の
甕
で
、
全
体
に
箆
磨
き
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
日
縁
な
ど
は
美
し

い
箆
磨
き
で

一
種
の
装
飾
を
な
し
て
い
る
。
大
形
の
甕
で
口
縁
が
く
の
字
形
に

立

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
こ
に
蓋
が
あ
り
、
穀
物
を
貯
蔵
し
た
甕
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
時
代
は
水
田
耕
作
が
行
わ
れ
た
が
、
鼠
が
多
か

っ
た
の
で
、
大

き
い
甕
の
蓋
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
貯
蔵
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
左
の
も
の
と
、
そ
の
下
の
も
の
が
増
形
で
、
上
の
も
の
が
高
さ

一
二

・

四

効
で
国
径

一
〇

鰍
、
下
の
も
の
が
高
さ
二
三

印
、
国
径
七

翻
の
小
形
の
靖
で

あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
全
面
に
箆
磨
き
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
右
側
に
あ
る
三

つ
が
深
鉢
で
、
上
の
も
の
は
高
さ
二
四

・
五

蝕
、
口
径
二
〇

蝕
、
下
の
も
の
は

高
さ
三
〇

翻
、
口
径
三
二

・
五

効
で
何
れ
も
日
縁
が
外
に
少
し
開
き
底
部
は
上

の
が
径
五

伽
、
下
の
が
径
五

・
五

翻
と
小
さ
く
か
つ
上
り
底
で
あ
る
。
ど
ち
ら

も
黄
灰
色
で
、
器
の
全
面
に
粗
い
刷
毛
目
が
あ
り
、
煤
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ

は
物
を
煮
る
煮
沸
器
で
あ
る
。
中
央
上
の
も
の
は
高
杯
で
、
高
さ
二

一
翻
、
外

の
口
径
二
六

印
、
杯
部
の
高
さ
九

効
で
、
日
縁
は
段
を
な
し
て
外
反
し
て
い
る
。

脚
部
の
高
さ

一
二
翻
、
外
部
に
接
す
る
と
こ
ろ
の
径
五

印
、
底
径

一
六

印
で
脚

部
内
は
呵
啄
形
の
空
洞
で
あ
る
。
黄
褐
色
を
呈
し
胎
土
は
よ
く
精
選
さ
れ
、
表

面
に
刷
毛
目
が
あ
る
。
図
面
の
左
側
下
に
あ
る
の
は
大
形
高
外
の
脚
で
、
高
さ

二
六

印
、
底
径
二

一
徽
、
脚
の
四
方
に
上
下
三
個
ず

つ
の
透
穴
が
あ
る
。
黄
握

色
で
焼
成
も
よ
く
、
胎
土
に
は
砂
粒
を
混
入
し
て
い
る
。
中
央
の
下
段
に
あ
る

土
器
は
鉢
で
高
さ

一
七

印
、
口
径
二
三

印
、
底
は
径
五

翻
で
や
や
上
り
底
で
あ

■
Ч

る
。
日
縁
は
深
鉢
に
似
て
更
に
外
に
開
い
て
い
る
。
黄
掲
色
で
外
面
に
刷
毛
目

が
あ
る
。

二
、
発

掘

し

た

遺

物

今
回
の
調
査
で
発
掘
し
た
遺
物
は
多
量
で
あ

っ
た
が
、
腫
類
と
し
て
は
石
器

と
鉄
器
と
土
器
で
あ
る
。

イ
、
石
　
　
器

石
器
は
少
な
い
が
、
刷
石
三
個
と
石
錐
と
思
わ
れ
る
石
器

一
個
で
あ
る
。
刷

石
は

一
は
半
ば
か
ら
割
れ
て
お
り
長
さ

一
一
翻
、
厚
さ
四
。
四

勁
、　
一
は
径
七
・

五

翻
×
八

師
、
厚
さ
三

蝕
、　
一
は
長
さ
八

鰍
、
巾
三

・
八

翻
の
小
判
形
で
厚
さ

二

・
五

効
で
あ
る
。
石
錐
は
長
さ
七

伽
、
巾
四

・
五

翻
の
菱
形
の
平
た
い
石
の

一
部
が
鋭
く
な

っ
て
い
る
も
の
で
、
石
質
は
刷
石
は
安
山
岩
の
川
原
石
を
用
い

た
も
の
で
石
錐
は
緑
泥
片
岩
と
思
わ
れ
る
。

（写
真
柁
）

口
、
鉄
　
　
器

鉄
器
は
た
だ

一
個
で
、
総
長
九

。
四

翻
、
鋪
に
蔽
わ
れ
て
い
る
が
巾
〇

・
五

∽
内
外
の
も
の
で
鈍
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（写
真
７
）

ハ
、
土
　
　
器

こ
れ
は
第
四
図
お
よ
び
第
五
図
に
示
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん

破
片
は

一
千
点
を
超
え
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、

こ
れ
ら
は
幾
ら
か
復
原
で
き

た
も
の
の

一
部
で
あ
る
。

ま
ず
第
四
区
の
土
器
か
ら
説
賜
す
れ
ば
、
隠
面
の
左
側
お
よ
び
下
段
の
上
器

は
増
形
、
鉢
形
、
深
鉢
形
の
上
器
で
、
上
か
ら
二
番
目
の
鉢
形
の
も
の
そ
除

い

て
は
み
な
第

一
ト
レ
ン
チ
の
八
区
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
最
上
段
の
靖
形
の

土
器
は
高
さ

一
一
・
三

翻
、
国
径
七

・
五

翻
で
丸
底
の
も
の
で
灰
褐
色
の
厚
い



土
器
で
、
胎
土
に
は
砂
粒
を
混
じ
て
お
り
、
口
縁
は
直
口
に
近
く
、
全
面
に
箆

磨
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
の
鉢
形
の
も
の
は
高
さ
六
。
七
伽
、
日
径
九
・

五

翻
、
口
縁
が
や
や
外
に
開
き
、
底
は
径
三

・
四

伽
と
細
ま

っ
た
上
り
底
で
あ

る
。
灰
黄
色
を
呈
し
胎
土
に
砂
粒
を
混
じ
て
お
り
、
口
縁
外
側
は
横
な
で
の
刷

毛
日
、
腹
部
に
は
縦
の
刷
毛
目
が
見
ら
れ
る
も
の
で
よ
く
ま
と
ま

っ
た
形
の
土

器
で
あ
る
。
そ
の
下
の
も
の
は
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の

一
区
か
ら
出
た
も
の
で
、
高

さ
九

・
七

翻
、
口
径

一
一
勁
、
国
縁
は
脚
部
か
ら
約
六
〇
度
の
角
度
で
ま

っ
す

ぐ
に
開
い
て
お
り
、
底
は
径
四

・
三

御
、
高
さ

一
・
二

翻
の
上
り
底
の
高
台
が

あ
り
、
灰
黄
色
を
呈
し
、
胎
土
に
は
砂
粒
を
含
み
、
全
面
に
箆
磨
き
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
下
は
口
径

一
五

・
三

印
、
高
さ

一
五

・
五

伽
ぐ
ら
い
の
深
鉢
形
で

底
部
を
欠
い
で
い
る
。
日
縁
は
ゆ
る
や
か
に
や
や
外
反
し
、
腹
部
は
あ
ま
り
張

っ
て
い
な
い
。
日
縁
の
外
側
に
横
な
で
の
刷
毛
目
が
あ
り
、
腹
部
に
は
斜
ま
た

は
縦
の
刷
毛
目
が
あ
り
、
内
側
に
も
刷
毛
目
が

つ
い
て
い
る
灰
掲
色
を
呈
し
、

腹
部
に
煤
が
付
着
し
て
お
り
、
胎
上
に
は
砂
粒
を
混
じ
て
い
る
。
最
下
段
も
深

鉢
形
で
底
部
を
欠
い
で
い
る
が
、
口
径

一
七

翻
、
高
さ
は
不
院
で
あ
る
が
二
三

・

七

翻
ぐ
ら
い
と
想
像
さ
れ
る
。
日
縁
は
肩
か
ら
や
や
く
ば
ん
で
外
反
し
、
日
縁

に
は
内
外
に
横
の
刷
毛
目
が
あ
り
灰
褐
色
で
胎
土
に
砂
粒
を
混
じ
、
腹
部
に
煤

が
付
着
し
て
い
る
。
そ
の
右

（中
央
下
段
）
も
深
鉢
形
で
腹
部
の

一
部
を
欠

い

で
い
る
が
、
口
径

一
九

・
五

伽
、
高
さ
は
二
五

勁
ぐ
ら
い
と
想
像
さ
れ
る
。
底

は
径
五

翻
の
上
り
底
で
あ
る
。

下
段
右
列
は
底
部
の
形
を
示
す
も
の
で
、
二
番
目
の
も
の
は
高
さ

一
・
五

伽

の
高
台
が
あ
り
上
り
底
で
あ
る
が
そ
の
下
三
個
は
上
り
底
が
だ
ん
だ
ん
下

っ
て

高
台
が
消
え
る
過
程
を
示
し
、
上
の
二
個
で
は
平
底
と
化
し
て
い
る
わ
け
で
あ

Ｚ
Ｏ

。上
の
右
二
列
は
口
縁
の
状
態
を
示
す
も
の
で
、
最
上
段
の
二
個
と
中
列
の
二

個
は
靖
形
の
口
縁
部
で
あ
る
が
、
上
段
右
と
中
央
下
段
の
も
の
は
口
縁
が
く
字

形
を
描

い
て
急
激
に
外
に
曲

っ
て
お
り
、
中
央
上
の
も
の
は
、
ゆ
る
や
か
に
外

に
曲

っ
て
お
り
、
中
央
上
の
も
の
は
、
ゆ
る
や
か
に
外
に
曲

っ
て
お
り
、
中
列

中
央
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
直
立
に
近
い
。
口
縁
も
こ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
他
は
鉢
形
や
深
鉢
形
の
口
縁
で
、
こ
れ
も
口
縁
が
角
度
を
な
し
て
外
に
開

く
も
の
と
、
外
側
に
先
端
が
や
や
曲
が
る
も
の
と
が
あ
る
。
な
お
こ
の
う
ち
中

列
の
上
二
個

（増
形
）
と
右
列
上

（
靖
形
）
二
番
目

（鉢
形
）
は
第
ニ
ト
レ
ン

テ

一
区
出
上
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
示
し
た
第
三
図
と
第
四
図
は
県
立
西
都
原

資
料
館
の
茂
山
護
主
事
の
実
測
で
あ
る
。

次
に
第
五
頭
に
示
し
た
上
器
は
大
形
の
高
外
の
外
部
と
、
深
鉢
形
、
姑
形
お

よ
び
甕
、
鉢
、
深
鉢
な
ど
の
底
部
で
あ
る
。
大
形
の
高
外
の
外
部
は
黄
褐
色
で

直
径
三
四

∽
、
高
さ
九

翻
、
内
外
と
も
よ
く
箆
磨
き
が
施
さ
れ
て
い
る
美
し
い

土
器
で
、
杯
は
底
か
ら
三

翻
の
と
こ
ろ
か
ら
朝
顔
形
に
急
激
に
外
反
し
て
豊
か

な
形
を
な
し
て
い
る
が
、
口
縁
部
の
高
さ
は
六

翻
で
巾
は

一
一
・
五

館
で
あ
る
。

胎
土
は
よ
く
精
選
さ
れ
て
お
り
、
内
外
に
所
ど
こ
ろ
に
斜
線
ま
た
は
縦
の
刷
毛

目
が
見
ら
れ
る
。
脚
部
を
欠
失
し
底
部
は
径
五

・
五

物
の
穴
が
あ
い
て
い
る
が
、

第
二
図
に
あ
る
よ
う
な
脚
が
つ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
発
掘
土
器
中
の
優
品

で
あ
る
。
高
外
は
写
真
ｌｏ
に
示
し
た
も
の
な
ど
数
個
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
破
片

が
あ
る
。
画
の
右
下
の
土
器
は
高
さ

一
七

伽
、
日
径

一
四

・
八

師
、
底
径
五

∽

の
深
鉢
で
、
黄
灰
色
を
呈
し
外
側
に
縦
の
刷
毛
目
を
も

つ
も
の
で
底
は
平
底
、

腹
部
に
煤
が
付
着
し
て
お
り
、
底
の
上
部
は
赤
く
焼
け
て
い
て
、
こ
れ
が
煮
沸

|
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器
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
の
左

（中
央
下
段
）
は
増
形
の
日
縁

そ
欠

い
だ
も
の
で
灰
褐
色
の
厚
手
の
土
器
で
あ
る
。
表
面
は
よ
く
箆
磨
き
が
施
さ

れ
て
滑
ら
か
で
あ
り
内
側
に
は
縦
ま
た
は
横
に
刷
毛
目
が
つ
い
て
い
る
。
左
側

の

一
列
は
底
部
を
示
し
た
も
の
で
、
最
上
は
深
鉢
の
底
で
灰
褐
色
を
呈
し
、
底

は
径
六

・
五

印
の
上
り
底
で
、
底
か
ら
斜
に
広
が

っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
外
側
に
縦
に
刷
毛
目
が

つ
い
て
お
り
煤
が
付

い
て
い
る
。
二
番
目
も
深
鉢

の
よ
う
で
砂
粒
を
多
く
混
じ
て
お
り
粗
放
な
造
り
で
外
側
は
黄
褐
色
で
煤
が
付

い
て
い
る
。
底
は
径
七

効
で
上
り
底
で
あ
る
が

一
・
三

勁
ｉ

一
・
五

師
の
高
さ

の
高
台
で
、
高
台
の

一
部
に
縄
目
に
似
た
凹
点
が
見
ら
れ
る
。
三
番
目
の
は
径

九

∽
、
高
さ

一
・
五

翻
内
外
の
大
き
い
高
台
を
も

つ
鉢
形
で
、
黄
褐
色
を
呈
し

箆
磨
き
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
平
底
で
あ
る
。
胎
土
も
精
製
さ
れ
て
い
る
。
最
下

の
も
の
は
灰
黄
色
で
甕
形
で
あ
る
。
胎
土
に
砂
粒
を
混
ぜ
て
お
り
平
底
で
底
は

径
八

翻
、
ほ
と
ん
ど
無
文
で
腹
部
は
底
か
ら
角
度
を
な
し
て
広
が
り
、
可
な
り

大
き
い
箋
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
こ
こ
の
土
器
の
底
部
に
つ
い
て
は
写
真
８
に
示
し
た
ご
と
く

い
ろ
ん

な
種
類
が
あ
る
。
ま
た
写
真
９
に
示
し
た
の
は
大
形
鶏
の
腹
部
破
片
で
、
黄
灰

色
の
砂
粒
を
含
む
第
五
図
左
列
下
の
も
の
と
似
た
破
片
で
あ
る
。
こ
の
腹
部
の

曲
り
方
か
ら
推
計
す
る
と
腹
部
直
径
は
丁
度
五
〇

鰍
の
甕
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
写
真
■
に
示
し
た
破
片
で
、
こ
れ
は
黄
褐
色
の
薄
い

破
片
で
あ
る
が
、
直
径

一
五

翻
内
外
、
高
さ
四

効
内
外
で
、
頂
上
に
直
径
三

・

五

確
、
高
さ
〇

・
三

翻
の
ボ
タ
ン
状
の
摘
み
を
も

つ
蓋
で
あ
る
。
蓋
は
も
う

一

つ
、
同
写
真
に
示
し
た
扇
形
の
破
片
で
、
摘
み
の
と
こ
ろ
が
欠
げ
下
に
丸
く
直

径

一
五

翻
の
舌
と
な
る
も
の
で
、
蓋
の
下
端
は
縁
れ
ら
直
角
に
下

っ
て
終

っ
て

■
Ч

い
る
。
こ
れ
は
灰
責
色
の
厚
さ
○

・
八

翻
の
土
器
で
あ
る
。

五
、
　
遺
　
跡
　
と
　
年
　
代

以
上
に
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
、
こ
こ
に
は
少
な
く
と
も
二
軒
の
竪
穴
住

居
址
が
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
植
木
の
関
係
で
住
居
址
の
全
貌
を

掘
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し

一
両
年
後
に
植
木
が
取
除
か
れ
た

と
き
は
こ
れ
を
掘
り
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
住
居
址
の
年

代
は
土
器
の
形
式
の
最
も
新
し
い
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
か
ら
弥
生
時
代
後
期
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
器
形
に
お
い
て
は
上
り
底
の
高
台
を
有
す
る
点
か
ら

中
期
土
器
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、
文
様
に
至

っ
て
は
器
面
を
調

整
す
る
た
め
の
刷
毛
目
文
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、
後
期
の
土
器
に
多
い
首
部
の

縄
目
突
帯
文
す
ら

一
点
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
弥
生
後
期
の
遺
跡
で
あ
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
土
器
に
つ
い
て
は
興
味
あ
る
も
の
が
多
く
、
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
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籍三区 調査前に発見された土器

(茂 山護氏実測図 )
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(茂 山護氏実測図 )

O     i     lo
じ瓜

鮎
ｙ

一

・ヽ
．，」

-12-



▼
▼

第
五

図
 

発
掘

し
た

土
器

の
一

部

」 叫
||,|

鴻
ⅢⅢⅢヽ

ユヽ

粋部＼＼ヽ





写 真 1

現 場 の状 況

咽

ｄ

Ч

写 真 2

トレンテと住居跡の

一部 (左の黒い所 )

写 真 3

土 器 の あ る状 態

お
Ч



占
ワ

儘
Ｖ

調 査 前 に 見 出 され た 土 器 の 一 部
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写 真 5

甕 の あ る 状 態

|

‘

『

写 真 6

高 外 の あ る状 態

一二
■
一工
一
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写 真 7 鉄 器

写 真 8

底  部
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写 真 9

土 器 腹 部

写 真 10

高   杯

写 真 11 摘 み の あ る土器 片 (蓋 )
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児
湯

郡
高

鍋

町
水

谷

原
古

墳

調
査

報

告

一
、
　
所

在

と

調

査

の

理

由

こ
の
古
墳
は
高
鍋
町
大
字
南
高
鍋
宇
水
谷
原
に
あ
る
円
墳
で
、
南
北
八

ｍ
、

東
西
四

ｍ
、
高
さ

一
・
五

ｍ
の
小
形
古
墳
で
北
方
に
は
墓
地
が
あ

っ
て
そ
の
下

は
道
路
と
な
り
、
南
方
は
広

い
原
野

（畑
）
に
連
な
り
、
付
近
に
は
県
指
定
の

円
墳
が
数
基
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
丘
地
は
高
鍋
町
の
市
衡
地
の
南
に
横
た
わ

っ
て
い
る
小
丸
川
の
河
川
段
丘
で
、
高
さ
約
七
〇

ｍ
、
古
墳
は
そ
の
丘
地
の
北

縁
部
に
位
置
し
て
い
た
。

（第

一
図
参
照
）

昭
和
四
十
九
年
に
こ
こ
の
南
方
の
道
路
を
改
修
す
る
こ
と
と
な
り
古
墳
付
近

の
上
を
取

っ
て
道
路
を
造
る
と
い
う
の
で
、
町
教
育
委
員
会
で
は
業
者
に
対
し

古
墳
の
保
存
を
強
く
要
求
し
、
文
化
庁
や
県
教
育
委
員
会
と
も
協
議
し
て
保
存

に
努
め
た
が
、
写
真
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
周
囲
の
上
を
取
ら
れ
れ
ば
、
古
墳

は
孤
立
し
て
自
然
崩
壊
は
免
れ
な
い
状
況
と
な

っ
た
た
め
、
こ
れ
を
発
掘
し
て

記
録
保
存
す
る
こ
と
に
文
化
庁
の
指
示
を
受
け
た
。
そ
れ
で
依
頼
に
よ
り
同
年

二
月
十
二
日
同
町
に
出
張
し
て
調
査
を
行

っ
た
。

二
、

発

掘

の

経

過

現
場
は
写
真
１
お
よ
び
２
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
杉
林
に
つ
づ
く
竹
林
お
よ

石

恒

太

白
瓜

び
藪

で
、
墳
上
に
茂

っ
て
い
た
竹
や
木

を
伐
り
払
う
と
写
真

２
の
よ
う
な
古
墳

の
姿
が
現
わ
れ
た
が
、
古
墳
の
東
部

は
削
り
取
ら
れ
、
西
側
も
削
ら
れ
て
、
南

北

の
長
さ
八

ｍ
、
南
側

の
長
さ
四

ｍ
、
北
方
は
東
側

そ
斜

め

に
削

ら

れ

て
巾

四
〇

印
と
狭
ま
り
、
羽
子
板

の
よ
う
な
形
と
な

っ
て
い
た
。

発
掘

に
か
か
る
と
、
竹
林

に
蔽
わ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
竹

の
根
が
深
さ

一
ｍ

以
上
も
入

っ
て
い
た
の
で
人
夫
代
り

の
町
教
育
委
員
会

の
職
員
の
手

で
は
ど
う

す
る
こ
と
も

で
き
な
か

っ
た
。

そ
れ
で
業
者

の
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
が
空

い
て
い
た

の
で
表
面
だ
け
の
竹

の
根

を
取
り
払

っ
て
も
ら

い
、

そ
の
下
を
掘
る
と
、
写
輿

３

・
４
に
見
る
ご
と
く
原
形

の
ほ
ぼ
中
央
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
に
須
恵
器
や
土

師
器
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
状
態

は
第

二
図

に
示
す
通
り

で
、
須
恵
器

の

高
芥
、
外
、
蓋
外
、
埴
器
の
破
片
な
ど
が
見
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら

の
土

器
は
東
西

二

ｍ
、
南
北

一
ｍ
の
間
に
濃
厚

に
存
在
し
た
。
第

二
区

で
示
す
遺
物

番
号

１
か
ら
８
ま
で
が
そ
れ
で
、
他
の
三
片
は
飛
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
だ

か
ら

こ
の
古
墳
に
は
屍
体
を
東
西
の
方
向
に
、
遺
物

８
か
ら
同
１

・
２
の
北
側

か
南
側

に
葬

っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た

こ
の
古
墳
の
遺
物
が
土
器
ば
か
り

で
、
玉
類
や
刀
剣
な
ど
が
な
く
、
ま

た
遺
物
が
散
乱
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
見

て
、

色
の
古
墳
は
す
で
に
盗
掘
さ

れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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三
、

発

掘

の

遺

物

発
掘
し
た
遺
物
は
写
真
５
か
ら
‐４
に
示
す
よ
う
な
土
器
の
み
で
、
土
器
の
種

類
は
須
恵
器
と
土
師
器
で
あ

っ
た
。

一
、
須

恵

器

須
恵
器
は
蓋
付
高
外

一
個
、
蓋
付
高
界
の
蓋

一
個
、
蓋
外
の
蓋
九
個
、
蓋
界
の

の
身
お
よ
び
不
七
個
、
靖
形
土
器
の
破
片
多
数
で
あ

っ
た
。

Ａ
、
蓋
は
高
杯
　
　
一
個

写
真
５
お
よ
び
第
二
図
１
に
示
し
た
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
蓋
と
高
芥
と
の

両
部
よ
り
な
り
、
蓋
は
高
さ
五

・
五

初
、
口
径

一
七

翻
で
頂
上
に
高
さ

一
師
、

上
巾
三

・
七

勤
の
円
盤
状
の
摘
み
が
あ
り
、
摘
み
は
中
央
が
凹
ん
で
い
る
。
外

側
は
勁
黒
色
を
呈
し
胎
土
に
砂
粒
を
含
ん
で
い
る
が
焼
成
は
よ
く
、
頂
上
部
に

は
渦
状
圏
の
調
整
が
施
さ
れ
て
お
り
口
縁
基
部
に

一
条
の
凹
線
を
め
ぐ
ら
し
、

口
縁
は
巾
二
翻
が
や
や
外
側
に
開
い
て
い
る
。
内
側
は
灰
色
で
、
中
央
部
に
摘

み
を
つ
け
た
際
の
ナ
デ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
蓋
も
約

一
〇
片
に
割
れ
て
い
た
破

片
七
個
を
接
合
し
て
約
九
〇
％
の
器
形
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

高
外
は
芥
身
と
脚
と
よ
り
成

っ
て
い
る
が
、
高
さ

一
九

・
五

翻
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
杯
身
の
高
さ
五

∽
、
日
径

一
五

。
五

印
、
立
ち
あ
が
り
の
高
さ

一
・

三

印
で
○

・
八

翻
直
線
的
に
内
向
し
て
お
り
、
受
部
は
巾
○

・
五

ｍ
で
ほ
ぼ
水

平
で
あ
る
。
内
側
は
蓋
と
同
じ
く
灰
色
で
、
中
央
に
脚
を
つ
け
た
た
め
の
ナ
デ

や
刷
毛
目
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
外
側
は
中
央
か
ら
渦
状
圏
の
調
整
が
施
さ
れ
、

脚
の
外
側
と
と
も
に
勘
黒
色
で
あ
る
が
、
こ
の
器
は
倒
さ
ま
に
し
て
焼
か
れ
た

も
の
で
脚
の
内
側
か
ら
杯
身
の
裏
側
に
か
け
て
灰
釉
に
よ
る
緑
釉
の
跡
が

一
面

に
つ
い
て
い
る
。
脚
は
高
さ

一
四

・
五

勁
で
外
身
に
接
す
る
と
こ
ろ
の
径
五

・

八

翻
、
底
部
は
発
達
し
て
底
径

一
五

・
五

徽
あ
り
、
底
端
は
高
さ
○

・
五

側
の

駒
爪
形
を
な
し
、
そ
の
上
に
二
条
の
凹
帯
と
中
央
部
に
三
条
の
凸
帯
を
め
ぐ
ら

し
凸
帯
の
上
下
に
短
冊
形
の
二
段
の
透
し
を
三
ケ
所
に
設
け
て
い
る
。
そ
し
て

蓋
を
し
た
時
の
総
高
は
二
四

伽
で
優
美
な
土
器
で
あ
る
。

Ｂ
、
蓋
付
高
外
の
蓋

こ
れ
も
三
個
の
破
片
を
接
合
し
て
約
九
五
％
の
器
形
を
復
原
し
た
も
の
で
、

写
真
６

・
７
お
よ
び
第
二
区
２
に
示
し
た
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
蓋
外
の
蓋
と

も
見
え
る
が
、
前
記
の
蓋
付
高
外
の
蓋
と
同
形
の
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ
に
は

蓋
付
高
外
の
蓋
と
し
た
の
で
あ
る
。
高
さ
六

∽
、
日
径

一
六

帥
で
、
頂
上
に
高

さ
〇

・
七

翻
、
直
径
三

・
八

翻
の
円
盤
状
の
摘
み
を
有
し
て
い
る
。
摘
み
の
頂

上
部
は
平
た
い
が
中
部
が
や
や
周
縁
部
よ
り
低

い
。
灰
色
で
焼
成
は
良
い
。
表

面
に
は
渦
状
の
調
整
が
施
さ
れ
、
口
縁
の
基
部
に

一
条
の
凹
線
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、

日
縁
は
巾

一
・
五

翻
が
ほ
ば
垂
直
に
な

っ
て
お
り
、
内
側
に
は
渦
状
の
凹
凸
が

見
ら
れ
る
。

Ｃ
、
蓋
　
　
芥

蓋
芥
は
外
に
蓋
の
あ
る
も
の
で
、
蓋
と
身
か
ら
成

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
蓋
と

身
と
は
ど
の
よ
う
に
違
う
か
と
い
う
と
、　
一
方
に
は
蓋
が
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
、

身
と
蓋
を
か
み
あ
わ
せ
る
た
め
に
「
た
ち
あ
が
り

」
と
受
と
い
わ
れ
る
部
分
が

つ
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
「
た
ち
あ
が
り

」
や
受
の
あ
る
方
が
身
な
の
か
蓋

な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
ぁ
る
。
蓋
付
高
芥
の
場
合
は
、
第
三
区
１
に

示
し
た
よ
う
に
、
た
ち
あ
が
り
や
髭
の
あ
る
方
が
身
で
あ
る
。
こ
れ
は
身
に
脚

が
つ
い
て
お
り
、
蓋
に
は
摘
み
が
あ
る
か
ら
は

っ
き
り
わ
か
る
。
だ
が
第
二
函
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ｄ
Ч

３
に
示
し
た
よ
う
に
、
た
ち
あ
が
り
や
受
の
あ
る
方
に
摘
み
の
あ
る
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
は
摘
み
が
あ
る
か
ら
蓋
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
県
下
で
も
高
鍋

町
光
音
寺
の
横
穴
第
二
号
か
ら
宝
珠
形
の
摘
み
を
も

つ
一
的
、
宮
蛤
市
蓮
ケ
池

の
第
四
四
号
横
穴
か
ら
宝
珠
形
の
摘
み
を
も

つ
二
め
、
日
向
市
美
々
津
房
ノ
下

の
石
郡
式
吉
墳
か
ら
同
じ
く
宝
珠
形
の
摘
み
を
も

つ
一
的
な
ど
数
例
の
出
土
が

あ

っ
た
。
ま
た
外
と
い
う
も
の
は
盤
よ
り
や
や
深
い
土
器
で
饗
よ
り
浅

い
も
の

を
呼
ぶ
わ
け
で
、
た
ん
に
外
と
い
う
場
合
は
、
た
ち
あ
が
り
や
受
の
な
い
も
の

を
外
と
呼
ん
で
い
る
。
蓋
外
は
外
に
蓋
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
高
芥
の
場

合
と
は
ち
が

っ
て
、
た
ら
あ
が
り
や
受
の
あ
る
ほ
う
が
蓋
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
こ
こ
で
は
、
た
ち
あ
が
り
や
受
の
あ
る
も
の
を
蓋
芥
の

蓋
と
し
た
の
で
あ
る
。

蓋
芥
の
蓋
は
写
真
８

・
９
お
よ
び
第
三
区
３
か
ら
Ｈ
に
示

し
た
も

の
で
あ

る
。
３
は
第
二
区
に
２
と
書

い
て
あ
る
も
の
で
、
写
真
８

，
９
の
左
列
上
に
あ

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
高
さ
四

・
五

翻
、
口
径

一
二

伽
、
た
ち
あ
が
り
の
径
九

。

四

翻
、
た
ち
あ
が
り
の
高
さ

一
・
四

蝕
、
受
巾
○

・
七

鰍
、
頂
上
に
高
さ
〇

・

九

印
、
上
巾
三

翻
の
円
盤
状
の
摘
み
が
あ
り
、
摘
み
の
頂
上
は
中
央

へ
く
ば
ん

で
い
る
。
表
面
は
全
面
に
刷
毛
目
の
渦
状
圏
で
調
整
さ
れ
て
お
り
自
然
灰
釉
が

全
面
に
か
か

っ
て
お
り
、
一暴
面
は
灰
色
で
焼
成
も
よ
く
、
胎
土
に
は
砂
粒
を
ほ

と
ん
ど
含
ん
で
い
な
い
。

４
は
第
二
図
に
３
と
あ
る
も
の
で
、
写
真
８

・
９
の
上
段
中
央
の
も
の
で
あ

る
。
高
さ
四

・
五

翻
、
口
径

一
四

・
四

御
、
た
ち
あ
が
り
の
径

一
一
・
八

伽
、

た
ろ
あ
が
り
の
高
さ

一
翻
で
○

・
七

翻
内
傾
し
て
お
り
受
巾
は
○

・
五

微
で
下

に
傾
い
て
い
る
。
頂
上
は
平
ら
で
頂
上
は
少
し

へ
Ｃ
み
加
減
で
あ
り
、
そ
こ
に

葺
の
葉
の
よ
う
な
窯
印
が
箆
描
き
さ
れ
て
お
り
渦
状
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
。

砂
粒
や
か
な
り
大
粒
の
石
を
含
ん
で
い
る
が
、
焼
成
は
よ
く
、
濃
灰
色
を
呈
し

て
お
り
、
裏
面
に
は
渦
状
の
凸
凹
が
見
ら
れ
る
。

５
は
第
二
図
に
４
と
あ
る
も
の
で
、
写
真
８

・
９
に
上
列
右
端
に
あ
る
大
形

の
も
の
で
あ
る
。
高
さ
四

・
八

効
、
日
径

一
六

・
八

翻
、
た
ち
あ
が
り
径

一
四

印
、
た
ち
あ
が
り
の
高
さ

一
・
六

効
で
約

一
初
内
傾
し
、
受
は
巾
○

・
七

効
で

水
平
で
あ
る
。
胎
土
は
砂
粒
を
含
ん
で
い
る
が
、
焼
成
は
良
好
で
灰
色
を
呈
し

て
お
り
、
頂
上
は
平
ら
で
渦
状
の
圏
で
調
整
さ
れ
て
い
て
、
内
側
は
中
央
に
深

い
凹
凸
が
見
ら
れ
る
。

６
は
八
個
の
破
片
を
接
合
し
て
復
原
し
た
も
の
で
、
写
真
８

ｏ
９
の
二
段
目

左
端
の
上
器
で
あ
る
。
砂
粒
を
含
み
、
灰
色
を
呈
し
て
い
る
が
焼
成
は
充
分
で

な
い
。
高
さ
四

印
、
た
ち
あ
が
り
の
高
さ

一
・
二
効
で
約
○

・
七

勁
内
に
傾
い

て
い
る
。
受
は
や
や
下
向
し
て
い
る
。
国
径

一
四

・
五

触
、
た
ち
あ
が
り
の
径

一
一
・
七

翻
で
、
頂
上
は
平
ら
で
渦
状
の
調
整
が
施
さ
れ
て
お
り
、
内
側
に
も

渦
状
の
凹
凸
が
見
ら
れ
る
。

７
は
写
真
８

ｏ
９
の
中
段
の
中
央
の
も
の
で
、
こ
れ
は
第
二
区
１
と
も
う

一

つ
の
破
片
を
接
合
し
て
完
全
形
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
高
さ
三

・
八

効
、
国

径

一
四

・
五

帥
、
た
ち
あ
が
り
の
径

一
二

師
、
た
ち
あ
が
り
の
高
さ
房

で
○

・

九

∽
内
側
に
傾
い
て
い
る
。
受
は
ほ
ぼ
水
平
で
あ
る
。
胎
上
に
若
干
の
砂
粒
を

含
ん
で
い
る
が
、
焼
成
は
良
好
で
、
表
面
に
は
刷
毛
目
の
渦
状
調
整
の
跡
が
見

ら
れ
、
ほ
ぼ
全
体
に
自
然
灰
に
よ
る
緑
釉
の
跡
が
残

っ
て
お
り
、
内
側
は
灰
色

で
渦
状
の
凹
凸
が
あ
る
。

８
は
完
全
品
で
、
写
真
８

・
９
の
中
段
の
右
端
の
も
の
で
、
灰
色
を
呈
し
、



砂
粒
を
少
し
含
ん
で
い
る
が
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
高
さ
四

鰍
、
口
径

一
四

。

二
∽
、
た
ち
あ
が
り
の
径

一
一
・
五

翻
、
同
高
さ

一
・
三

効
で

一
翻
内
傾
し
、

受
巾
○

・
五

伽
で
平
行
で
あ
る
。
表
面
は

一
方
が
膨
れ
あ
が

っ
た
形
で
、
渦
状

の
刷
毛
目
に
よ
る
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
中
央
部
の
上
下
に

文
字
の
跡
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
黒
色
の
漆
様
の
横
に
四
線
、
斜
下
に
二
線

見
ら
れ
る
。
内
側
に
は
渦
状
の
凹
凸
が
あ
る
。

９
は
写
真
８

ｏ
９
の
下
段
の
左
端
に
あ
る
不
完
全
な
土
器
で
、
四
個
の
破
片

を
接
合
し
て
七
〇
％
程
度
の
形
に
復
原
し
た
。
高
さ
五

翻
、
口
径

一
五

翻
、
た

ち
あ
が
り
の
径

一
二
働
、
同
高
さ

一
・
一
翻
で
○

・
八

翻
内
傾
し
て
い
る
。
受

は
巾
○

・
四

翻
で
ほ
ば
水
平
で
あ
る
。
胎
土
に
砂
粒
を
含
ん
で
い
る
が
焼
成
は

よ
く
、
頂
上
が
高

い
形
で
渦
状
の
刷
毛
目
で
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
は
灰

色
の
上
に
全
面
赤
味
を
帯
び
て
お
り
内
側
は
灰
色
で
あ
る
。
　
こ
の
器

は

１２
の

外
と
セ
ッ
ト
を
な
し
て
蓋
然
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

ｌｏ
は
写
真
８

・
９
の
下
段
中
央
の
も
の
で
、
四
個
の
破
片
を
接
合
し
て
約
七

〇
％
の
形
に
復
原
し
た
。
高
さ
五

∽
、
口
径

一
五

翻
、
た
ち
あ
が
り
の
径

一
二

。
二

初
、
同
高
さ

一
。
五

効
で

一
。
一
伽
内
傾
し
て
い
る
。
受
巾
○

・
三

伽
で
、

ほ
ぼ
水
平
で
あ
る
。
胎
土
に
は
砂
粒
が
少
く
、
焼
成
は
良
好
で
、
表
面
は
灰
色

で
渦
状
に
刷
毛
目
で
調
整
し
、
そ
の
後
に
頂
上
部
を
箆
で
削

っ
て
再
調
整
し
て

い
る
。
ま
た
頂
上
部
の
下
に
太
い
凹
線
を

一
線
め
ぐ
ら
し
て
い
る
が
、
高
温
で

黒
く
焼
け
自
然
釉
の
跡
が

一
部
に
あ
る
。
内
側
は
灰
自
色
で
指
に
よ
る
渦
状
調

整
の
跡
が
見
え
て
い
る
。

１１
は
写
真

８

・
９
の
下
段
右
端
の
も
の
で
、
三
個
の
破
片
を
接
合
し
て
約

六
〇
％
の
形
に
復
原
し
た
。
胎
上
に
多
少
砂
粒
を
含
み
、
表
裏
と
も
灰
色
で
あ

0

る
が
焼
成
は
充
分
で
な
く
、
割
目
を
見
る
と
中
央
に
赤
く
火
の
通

っ
て
い
な
い

部
分
が
残

っ
て
い
る
。
口
径
は

一
四

解
と
推
計
さ
れ
、
高
さ
は
四

・
五

御
、
た

ち
あ
が
り
の
径
は

一
二
伽
と
推
計
さ
れ
る
。
た
ち
あ
が
り
の
高
さ

一
。
一
効
で

○

・
五

靱
内
傾
し
て
い
る
。
表
面
は
こ
れ
も
刷
毛
目
の
渦
状
調
整
の
上
を
箆
削

り
で
再
調
整
を
加
え
て
お
り
、
裏
面
に
も
指
に
よ
る
渦
状
調
整
の
跡
が
あ
る
。

Ｄ
、
外

‐２
は
芥

で
写
真

ｌｏ

・
Ｈ
の
下
段
左
に
見
え
る
も
の
で
、
高
さ
四

翻
、
口
径

一
三

・
五

印
、
外
側
の
底
部
に
渦
状
の
刷
毛
目
調
整
の
跡
が
あ
り
、
自
色
の
砂

粒
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
前
に
述
べ
た
ご
と
く
蓋
杯
の
身
で
７
と
セ
ッ
ト
そ
な

す
の
で
外
側
は
灰
色
の
上
に
朱
と
思
わ
れ
る
赤
色
が
着
い
て
お
り
、
内
側
に
は

渦
状
の
凹
凸
が
あ
る
。

‐３
は
外

で
写
真

ｌｏ

・
■
の
下
段
右
の
も
の
で
高
さ
四

・
五
翻
、
口
径

一
四

・

三

効
、
褐
灰
色
を
呈
し
、
外
側
に
は
赤

い
朱
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
て
い
る
。

こ
れ
も
自
色
の
砂
粒
を
含
み
、
焼
成
は
よ
く
な
い
。
表
面
に
渦
状
の
刷
毛
目
に

よ
る
調
整
を
さ
ら
に
箆
に
よ
る
調
整
が
見
ら
れ
、
裏
面
に
は
指
頭
調
整
の
跡
が

あ
る
。

‐４
は
写
真

ｌｏ

・
■
の
中
段
の
中
央
に
見
え
る
不
完
形
の
外
で
、
三
個
の
破

片
を
接
合
し
て
六
〇
％
の
形
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
砂
粒
を
多
く
含
み
、
暗

灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。
外
側
は
渦
状
の
刷
毛
目
で
調
整
し

た
上
を
さ
ら
に
箆
削
り
で
調
整
し
て
お
り
、
裏
面
は
渦
状
の
凸
凹
が
あ
る
。
高

さ
四

・
八

伽
、
国
径

一
四

・
七

翻
で
あ
る
。

・５
は
写
真

ｌｏ

。
■
の
中
段
の
左
端
に
見
え
る
外
で
、
五
個
の
破
片
を
接
合

し
て
約
八
〇
％
の
形
と
な

っ
た
。
高
さ
四

・
五

翻
、
日
径

一
四

・
五

∽
の
低

い
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外
で
、
灰
自
色

の
砂
粒

を
多
く
含
ん
だ
土
器

で
あ
る
が
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

表
面
に
は
半
面

に
緑
釉

の
跡
が
あ
り
、
頂
部
を
渦
状

の
刷
毛
日
の
上
を
箆
削
り

し
て
調
整
し
、

日
緑

の
基
部

に
凹
線
を

一
條
め
ぐ
ら
し
て
お
り
、
裏
面

に
は
浅

い
渦
状

の
凸
凹
が
あ
る
。

・６

は
写
真

ｌｏ

・
Ｈ

の
上
段
左

に
見
え
る
不
完
形
の
外

で
、
七
個

の
破
片
を

接
合
し
て
約
七
〇
％

の
器
形
を
復
原
し
た
も

の
で
あ
る
。
高
さ
三

・
五

翻
と
も

っ
と
も
低
く
、
口
径
は

一
四

印
で
あ
る
。
灰
色

で
砂
粒

を
あ
ま
り
含
ん
で
お
ら

ず
焼
成
も
か
な
り
良

い
。
表
面

に
は
半
ば
以
上
に
自
然
灰
に
よ
る
緑
釉

の
跡
が

あ
り
、
渦
状

の
刷
毛
目
の
上
を
箆
削
り

で
調
整
し
、

口
縁

は
や
や
立

っ
て
お
り

口
縁
内
側

に
凹
線

を

一
線
め
ぐ
ら
し
て
い
る
し
、

そ
の
基
部

の
内
側

に
も
細

い

凹
線

を

一
条
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
内
側

の
底
部

に
渦
状

の
凹
凸
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
芥
は
造
り
か
ら
見

て
蓋
杯

の
蓋
か
も
知
れ
な

い
。

‐７

は
写

真

ｌｏ

・
Ｈ

の
上
段
右

に
見
え
る
大
形
の
杯

で
、
高
さ
五

・
五

印
、

口
径

一
六

・
八

解
と
、　
こ
こ
の
出
土
杯
中
最
大

の
も

の
で
あ
る
が
、
第

二
区

の

５

，
７
な
ど
五
個

の
破
片

を
接
合
し
て
完
全
形
に
復
原
し
た
の
で
あ
る
。
砂
粒

を
多
く
含
み
、
大
き

い
た
め
焼
成
は
あ
ま
り
良
く
な

い
。
火
廻
り

の
関
係

で
表

面
は
暗
灰
色

の
と

こ
ろ
と
黄
灰
色

の
と

こ
ろ
が
あ
る
。
表
面
は
渦
状

の
刷
毛
目

の
上
を
箆
削
り

で
調
整
し
て
お
り
、

口
縁
も
立

っ
て
い
る
。
裏
面
は
渦
状

の
凹

凸
と
刷
毛
目
が
あ
る
。

な
お
写
真

ｌｏ

・
■
の
中
段
右
端
に
見
え
る
の
は

一
個

の
杯

の
破
片

で
、
形
は

‐６
と
同
じ
で
あ
る
。

Ｅ
、
靖
形
土
器
破
片

増
形
土
器

の
破
片
は
小
さ
く

こ
な

ご
な
に
割
れ
た
破
片

で
、
写
真

慨

・
１３
は

そ
の

一
部
で
あ
る
。
写
真
貶
の
上
段
に
見
え
る
も
の
は
姑
の
肩
部
の
破
片
で
、

そ
の
曲
り
方
か
ら
計
測
す
る
と
肩
部
の
直
径
が
四
六

伽
あ
る
か
ら
腹
部
は
直
径

五
〇

翻
を
超
え
る
こ
と
は
確
実
で
、
大
き
い
増
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ

し
て
こ
の
増
は
肩
部
に
拓
影
２
の
よ
う
な
細

い
突
帯
文
を
も

っ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
こ
こ
の
増
に
は
拓
影
３

，
４
に
見
ら
れ
る
格
子
目
文
を
表
面
に
も
ろ
、
拓

影
５

・
６

・
７
の
よ
う
な
文
様
を
裏
面
に
も

っ
て
い
る
も
の
が
多

い
。

写
真
１２
の
右
側
に
あ
る
二
個
の
破
片
は
、
円
筒
状
の
上
器
の
破
片
で
、
高
外

の
脚
部
か
、
長
頸
靖
の
頸
部
と
思
わ
れ
る
が
、
上
段
の
も
の
は
拓
影
１
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
凹
線
の
間
に
波
状
文
を
配
し
た
文
様
を
有
し
、
そ
の
曲
線
か
ら
計

れ
ば
口
径

一
八

・
六

翻
の
も
の
で
、
下
段
の
も
の
は
口
径

一
一
伽
と
計
ら
れ
る
。

ま
た
拓
影
８
に
示
し
た
破
片
は
隠
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。

二
、
土

師

器

土
師
器
は
写
真
１４
に
示
し
た
底
部
と
そ
の
破
片
で
あ
る
が
、
第
二
図
８
に
見

る
よ
う
な
位
置
に
、
底
を
上
に
し
て
あ

っ
た
。
五
個
の
破
片
で
あ
る
が
、
接
合

さ
れ
ず
三
個
の
上
器
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。
底
部
の
あ
る
も
の
は
底
径
五

∽
ぐ

ら
い
で
写
真
で
見
ら
れ
る
ご
と
く
底
の
中
央
に
凹
み
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に

で
き
た
傷
で
、
平
底
で
あ
る
。
砂
粒
を
含
む
土
器
で
内
側
に
大
き
い
渦
状
凹
線

の

一
部
が
見
え
て
い
る
が
器
形
は
明
ら
か
で
な
い
。

Ｗ

四
、

遺

跡

の

年

代

こ
の
古
墳
は
外
形
が
小
形
の
円
墳
で
、
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が
、
土
器

は
多
く
残

っ
て
い
た
。
そ
の
上
器
も
大
部
分
は
須
恵
器
で
あ
り
、
須
恵
器
は
古

墳
時
代
後
期
に
多
く
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
蓋
付
高
界
の
蓋
や
蓋
杯
な
ど
の
摘



み
、
た
ち
あ
が
り
の
高
さ
や
内
傾
度
な
ど
か
ら
見
て
須
恵
器
と
し
て
も
比
較
的

新
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
こ
の
古
墳
は
、
だ

い
た
い
六
世
紀
ご
ろ
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。

五
、
　
付

記

こ
の
古
墳
の
出
土
品
の
中
に
写
真
１５
、
お
よ
び
拓
影
９

・
１０
に
示
し
た
よ
う

な
縄
文
土
器
の
破
片
が
あ

っ
た
が
、
拓
影
９
は
押
型
文
、
拓
影
ｌｏ
は
圏
線
文
で

と
も
に
縄
文
時
代
の
早
期
、
前
期
の
も
の
で
、
こ
の
吉
墳
と
は
関
係
が
な
く
、

古
墳
の
盛
土
の
中
に
滉

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
盛
土
中
に
あ

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
附
近
に
縄
文
時
代
早

。
前
期
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

註
①

「
宮
崎
県
文
化
財
調
査
報
告

」
第
１５
集
。

②

「
蓮
ケ
池
横
穴
群
調
査
報
告

」
昭
和
四
六
年
　
　
宮
崎
県
教
育
委
員
会

③
石
川
恒
太
郎

「
美
々
津
古
墳

」

（
「
日
本
考
古
学
年
報

」
９
　
昭
和
三

一
年
度
）
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写 真 1 古 墳 と周 囲 の 状 態

写 真 2 木 竹 を払 つた状 態
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写 真 3 遺 物 の あ る状 態

写 真 4 埴 器 の あ る状 態



写 真 6 蓋 付 高 外 の 蓋

写 真 5 蓋 付 高 外

≦
▼

写 真 7
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写 真 8 蓋 外 の 蓋

写 真 10  蓋杯の身および不

写 真 9,同

写 真 H 同  裏



写 真 12 増形 土 器 の破 片

写 真 13

〕||||:|■ ―i

-33-
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写 真 14 土 師 器 破 片

写 真 15 縄 文 土 器 破 片
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土
原
町
川
添
遺
跡

調
査
報
告

発

見

の

動

機

こ
の
遺
跡
は
宮
崎
郡
佐
土
原
町
大
字
下
那
珂
字
川
添
に
あ
る
方
生
時
代

の
遺

物
包
含
層

で
あ
る
が
、
現
地
は
日
豊
本
線
鉄
道
と
、
海
岸

の
汀
線
と
の
は
ば
中

間

に
あ
た
る
石
崎
川
の
北
岸

で
、
標
高

一
〇

メ
ー
ト

ル
の
砂
丘
上

に
あ
る
。

こ

こ
に
反
然
ガ
ス
エ
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
昭
和
四
十
九
年
七
月

県
文
化
財
専
門
委
員
日
高
正
晴
氏
と
県
教
育
庁
文
化
課
主
事
岩
永
哲
夫
氏
が
表

面
調
査
を
行

っ
て
第
二
区

の

一
に
示

し
た
外
生
式
土
器

の
底
部
を
発
見

し
、

こ

こ
に
包
含
層
の
存
在
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

二
、

発

掘

の

結

果

そ
れ
で
昭
和
四
十
九
年
七
月

二
十
四
、

二
十
五
の
両
日
、
岩
永
主
事
と
日
高

正
晴
委
員
お
よ
び
筆
者

の
三
名

で
人
夫
を
使
用

し
て
発
掘
調
査
を
行

っ
た
。
ま

ず
第

一
図

に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
砂
丘
上

に
ほ
ぼ
東
西

に
長
さ

二
〇

メ
ー
ト

ル

巾

ニ
メ
ー
ト

ル
の
第

一
ト
レ
ツ
チ
を
設
定

し
、

こ
れ
を
東
か
ら
五

メ
ー
ト

ル
刻

み
に
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
四
区
に
別
け
て
発
掘

し
た
が
、
Ｄ
区
の
西
北
端

で
土

錘
を

一
個
発
見

し
、

Ａ
区
か
ら
弥
生
式

の
小
さ

い
破
片

二
個
を
発
見

し
た
。

さ
ら
に
第

一
ト
レ
ン
チ
の
南
方

八

・
七
〇

メ
ー
ト

ル
離
れ
た
と

乙
ろ
に
、
第

一
ト

レ
ン
チ
と
は
ば
平
行

に
東
西

二
〇

メ
ー
ト

ル
、
巾

ニ
メ
ー
ト

ル
の
第

ニ
ト

石

厄

太

良Б

レ
／
チ
を
設
定

し
、

こ
れ
も
東
か
ら
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
四
区
に
分
け
て
発
掘

し
た
が
、
Ｃ
、
Ｄ
の
両
区
は
見
込
が
な

い
の
で
Ａ
、

Ｂ
の
両
区
に

人

夫

全

員

（

一
〇
人

）
を
投

入
し
て
集
中
的

に
発
掘

し
た
結
果
、
黄
褐
色

の
土
層
に
間
除

を
認
め
た
の
で
、

こ
れ
を
追
う

で
精
査
す
る
た
め
Ａ
区
を
南
北

に
拡
張

し
た
。

そ
う
す
る
と
地
表
下
七
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
と

こ
ろ
に
盤
と
見
ら
れ
る
硬

い
地
層
が
あ
り
、
第

二
図

に
示
し
た
よ
う
に
、
巾

一
メ
ー
ト

ル
内
外

の
濤
状

の

も

の
が
南
北

に
走

っ
て
い
る
の
を
認
め
た
が
、
遺
物

は
何
も
な
く
、

こ
れ
を
追

及

す
る
に
は
相
当

の
日
時
を
要
す
る
の
で
発
掘
を
打
ち
切

っ
た
。

三
、

遺

跡

の

性

質

と

年

代

発

掘
し
た
土
錘

と
土
器

の
破
片

は
、
何
れ
も
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代

前
期

に
か
け
て
の
も

の
で
あ
る
。
宮
崎
市
か
ら
佐
土
原
町
、
新
富
町
に
か
け
て

の
海
岸

の
砂
丘
地
帯
は
ほ
と
ん
ど
林
生
時
代

の
包
含
層
と

い

っ
て
も
良

い
。
さ

き

に
県
営
有
料
道
路

の
開
発
の
際

に
発
見
さ
れ
た
佐
土
原
町
中
薦
遺
跡
は
、

こ

の
遺
跡
か
ら
西
測

に
約

一
・、
五
キ

，
メ
ー
ト

ル
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
薦

の
砂

丘

よ
り
海
岸
寄
り

の
砂
丘

で
あ
る
。
そ

し
て
中
溝
遺
跡
が
弥
生
中
期

の
遺
跡

で

あ

つ
た

Ｃ
と
を
思
え
ば
、

こ
こ
の
遺
跡
が

こ
れ
よ
り
数
百
年
後
出
た
方
生
後
期

か
ら
古
墳
時
代
前
期

の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
当
然

で
、
宮
崎
市
赤
江
の
宮
崎
空

港
の
敷
地
や
、
滑
走
路
東

の
砂
丘
か
ら
林
生
後
期

の
土
器
が
数
多
く
出
土
す
る

ロ

君Б



事
実
と
対
比
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
今
回
は
住
居
址

に
当
ら
な
か

っ
た
が
、

近
く

に
住
居
址
が
あ
り
、
そ
の
上
器

の

一
部
が

こ
こ
に
包
含
さ
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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写 真 1 遺 跡 現 場

写 真 2 発掘中の第 1ト レンチ



写 真 3  第 2ト レンチ東部

写 真 4 器写 真 5
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第二図 第 2ト レンチ東部
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高
崎
町
原
村
上
地
下
式
横
穴
調
査
報
告

一、
　

所
　
　
　
在
　
　
　
地

宮
崎
県
北
諸
県
郡
高
崎
町
大
字
縄
瀬
字
原
村
上

一
六
六

一
ノ

一
番
地

（
第

一

図

）現
場
は
、
同
町
役
場
か
ら
南
束
約
二

・
五
血
の
地
点
に
あ
り
、
西
方
約
０
・八

ｋｍ
に
高
崎
川
が
流
れ
て
お
り
、
付
近
は
陸
稲
な
ど
の
畑
作
地
帯
で
あ
る
。

二
、

発

見

の

動

機

高
蛤
町
建
設
業
協
会
の
所
有
す
る
空
地
に
接
す
る
農
道
を
整
備
中
、
需
道
脇

の
切
り
口
に
穴
が
あ
き
、
中
に
人
骨
が
見
え
た
と
い
う
連
絡
が
建
設
業
協
会
か

ら
同
町
教
育
委
員
会
に
な
さ
れ
、
昭
和
四
九
年
六
月
二
五
国
に
町
教
委
か
ら
県

教
育
庁
文
化
課
に
そ
の
旨
、
報
告
が
あ

っ
た
。

翌
六
月
二
六
日
、
現
地
を
訪
れ
、
地
下
式
横
穴

一
基
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

土
地
所
有
者
東
仮
屋
篤
幸
氏
の
了
解
を
得
て
、
同
日
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
な

っ
た
が
、
発
掘
に
あ
た
り
同
町
教
委
文
化
財
主
奪
黒
木
昭
三
氏
の
全
面

的
な
協
力
を
得
、
順
調
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四石

＼
ヽ

・　

ぐ

、
〃
く
Ｄ
一

，
‐
，し
穐
げ

器撃

甘PP幕 .._市帝付瀦~十 ~  !粋 1平r     ザ
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I｀ 、
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榔

鵜

水ヽ

哲

夫

＼ |

ゝ
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第一図 原村上地下式横穴位置図



ど
▼

三
、

調

査

の

結

果

こ
の
地
下
式
横
穴
は
、
堅
穴
部
が
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
で
削
り
取
ら
れ
、
農
道
の

一
部
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
堅
穴
の
規
模
や
閉
塞
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
全

体
の
平
面
形
も
Ｐ
字
形
に
、
玄
室
を
南
々
東
、
羨
道
を
北
々
西
に
し
て
作
ら
れ

て
い
た
。

耕
土

（
二
五

切
）
、
黒
土
層

（
一
〇
〇

切
）
に
続
く
ボ
ラ
層
中
に
営
な
ま
れ

て
い
る
の
で
、
堅
穴
及
び
羨
道
、
玄
室
な
ど
の
壁
面
に
は
削
り
痕
が
わ
ず
か
に

残

っ
て
い
る
に
す
ざ
ず
、
天
丼
及
び
側
壁
に
若
干
の
剣
藩
が
見
ら
れ
た
。

玄
室
は
長
径
が
羨
道
に
対
し
て
直
角
を
な
し

一
七
二

仰
、
短
径
は

一
一
〇

切

で
、
高
さ
八
五

翻
、
天
丼
は
ド
ー
ム
に
近
い
形
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
床
面
は

羨
道
の
床
よ
り

一
三

切
低
く
な

っ
て
い
る
。
地
表
か
ら
は
二

一
八

翻
の
深
さ
で

あ

っ
た
。

（
第
二
図

）

人
骨
は
二
体
分
で
、
二
体
と
も
頭
を
東
北
東
に
し
て
葬
ら
れ
、
頭
蓋
骨
、
大

腿
骨
な
ど
か
な
り
遺
存
し
て
い
た
。

副
葬
品
は
、
剣
が
三
振
、
貝
輪
が

一
こ
で
あ

っ
た
。
剣
は
総
長
二
九

・
九

伽
、

納
の
長
さ
九

・
五

初
、
身
長
三
〇

・
四

切
、
身
幅
約
二

勁
、
輪
の
木
質
が
よ
く

残
存
し
て
お
り
、
目
釘
穴
が

一
個
見
ら
れ
る
。
他
の

一
振
は
、
総
長
二
〇

・
三

側
、
柄
の
長
さ
四

・
五

切
、
身
長

一
五

・
八

翻
、
身
幅
約
三

伽
、
柄
に
は
木
質

が
少
し
残

っ
て
い
る
。
貝
輪
は
直
径
八

切
で

一
部
欠
失
し
て
い
る
。

（
第
四
、

五
図

）

第二図 附近FIS図



四
、　
古
一
墳
　
の
　
年

代

高
崎
町
で
調
査
さ
れ
た
他
の
地
下
式
憐
穴
を
見
る
と
、
カ
ン
ア
バ
ン
と
呼
ば

・れ
る
粘
質
黒
上
層
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
ボ
ラ
層
に
設
け
ら
れ
て
い
る

も
の
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、
ま
た
前
者
は
玄
室
の
構
造
が
寄
棟
造
り
で
、
後

者
は
ド
ー
ム
状
の
夭
井
を
な
し
て
い
る
。
閉
塞
は
、
自
然
石
、
軽
石
、―
全
然
な

い
も
の
が
あ
る
が
、
皆
羨
門
部
の
調
塞
で
あ
る
。

・こ
の
地
下
式
横
穴
は
ボ
ラ
層
に
設
け
ら
れ
、
閑
塞
．は
不
明
だ
が
、
天
丼
は
ド

ヽ
い
状
を
な
し
て
い
る
一。
こ
の
形
式
及
び
遺
物
響
考
え
合
せ
る
と
、
古
墳
時
代

後
期
に
設
け
ら
れ
た
ょ
の
と
考
え
ら
．れ
る
。

今
参
考
文
献
）

．
県
文
化
財
調
査
報
告
第

一
四
集

″
　
　
　
第

一
五
集

″
　
　
　
第
一
六
条

「
宮
崎
県
の
考
吉
学
」
　
石
川
埴
太
郎
箸
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え
び

の
市

灰
塚
遺
跡

調
査
報
告

一、
　

序

こ
こ
の
遺
跡
は
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
予
定
路
線
に
か
か
る
文
化
財
事
前
調

査
と
し
て
、
日
本
道
路
公
団
の
委
託
に
よ
り
、
す
で
に
第

一
次
調
査

（
昭
和
四

八
年
二
月
二

一
日
ど
二
月
八
日

）
、
第
二
次
調
査

（
同
四
八
年
五
月
二
〇
日
ど

五
月
二
〇
日

）
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
草
灰①

塚
遺
跡
」
と
し
て
報
告
書
も

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
そ
の
後
道
路
建
設
工
事
中
に
発
見
さ
れ
た
二
基
の
地
下
式

横
穴
に
つ
い
て
で
あ
り
、
昭
和
四
九
年

一
二
月

一
九
、
二
〇
日
の
二
日
間
、
え

び
の
市
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
　
所
　
　
　
在
　
　
　
地

え
び
の
市
大
字
西
長
江
浦
字
西
城
通
称
灰
塚

（
第

一
区

）
。

三
、

調

査

の

結

果

現
場
は
道
路
建
設
の
買
通
工
事
が
ほ
と
ん
ど
終
り
、
法
面
の
作
業
が
行
な
わ

れ
て
い
た
が
、
丁
度
そ
の
法
面
に
玄
室
の
穴
が
あ
き
、
工
事
が
中
止
さ
れ
て
い

た
。
こ
の

一
基
を
、
既
に
調
査
さ
れ
た

一
七
基
に
続
け
て

一
八
号
と
し
、
他
の

既
設
道
路
に
面
し
た

一
基
を

一
九
号
と
し
た
。

（
第
二
図

）

岩

永ヽ

哲

一
八
号
は
、
ほ
と
ん
ど
南
北
に
方
位
し
、
玄
室
を
南
、
堅
穴
を
北
に
し
て
造

ら
れ
て
い
た
。

堅
穴
は
隅
丸
方
形
に
近
く
、
長
径

一
〇
五

切
、
短
径
六
五

効
で
表
土
か
ら
の

深
さ
約

一
八
〇

翻
で
あ

っ
た
。
羨
門
部
を
三
枚
の
安
山
岩
で
塞
ぎ
、
羨
道
の
長

さ
二
五

靱
で
短
か
く
、
幅
五
三

似
、
一島
さ
四
五

切
で
あ
る
。
羨
道
は
玄
室
の
ほ

ぼ
中
央
に
あ
た
り
、
玄
室
の
奥
行
七
〇

伽
、
幅

一
四
七

初
、
表
上
か
ら
の
深
さ

は
約
二
〇
〇

防
で
あ

っ
た
。
玄
室
の
床
面
は
、
堅
穴
瞭
面
よ
り

一
二

伽
深
く
な

っ
て
い
る
。
天
丼
は
ド
ー
ム
形
で
あ
る
が
、
曲
線
は
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
東
璧

は
つ
つ
い
た
よ
う
に
し
て
削
り
、
南
壁
は
き
れ
い
に
整
形
し
て
い
る
。
な
お
、
堅

穴
及
び
玄
室
の

一
部
は
若
干
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
地
下
式
横
穴
は
、
握
色
粘
質
上
層
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
玄
室
の
床

面
は
次
層
の
混
軽
石
火
山
灰
土
層
に
達
し
て
い
る
。

（
第
二
図

）

玄
室
内
部
欠
、
人
骨

一
体
と
矢
柄
が

一
本
残

っ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
他
の

副
葬
品
は
玄
室
が
開
口
し
た
際
、
工
事
人
夫
が
取
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
、

市
教
育
委
員
会
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

人
骨
は
、
頭
蓋
骨
、
大
腿
骨
な
ど
か
な
り
良
好
な
状
態
で
残

っ
て
お
り
、
頭

を
東
に
し
て
葬
ら
れ
て
い
た
。

副
　
葬
　
品

剣

一
振
　
　
人
夫
が
取
り
上
げ
た
際
に
折
れ
た
ら
し
く
小
さ
く
分
断
さ
れ
て

夫



い
た
。

総
長
不
明
、
身
幅
二
、
二

靱

鉄
鏃
ω
　
　
長
さ

一
四

・
五

伽
、
刃
幅
四

，
五

印
、
五

切
の
平
根
形

鉄
鏃
②
　
　
長
さ

一
四

・
八

初
、
刃
幅
四

・
三

伽
の
平
根
形

鉄
鏃
０
　
　
長
さ

一
九

・
四

翻
、
刃
幅
四

，
Ｏ

切
の
平
摂
形

（
第
四
図

）

尚
、
鉄
鏃
の
長
さ
は
す
べ
て
柄
の
部
分
も
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
号
は
、　
一
八
号
の
東
北
東
二
〇

ｍ
の
地
点
に
あ
り
、
既
設
道
路
に
面
し

た
切
り
口
に
玄
室
部
が
開
口
し
て
お
り
、
玄
室
を
北
西
に
、
堅
穴
を
南
東
に
し

て
設
け
ら
れ
て
い
た
。

堅
穴
は
ん
形
に
近
く
、
中
心
部
で
縦
横
二
辺
と
も
八
二

翻
で
あ
る
。
堅
穴
の

壁
面
は
縦
に
削
り
目
が
残

っ
て
い
る
。

蓋
石
は
下
か
ら
見
る
と
、
三
枚
の
安
山
岩
で
塞
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
堅
穴
上
部
が
発
掘
で
き
ず
、
畑
地
の
ま
ま
な
の
で
、
三
枚
の
蓋
石
の

上
に
も
う

一
、
二
枚
載
せ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
蓋
石
か
ら
底
ま
で
は
一
五
〇

伽
の
深
さ
で
あ
る
。

羨
道
の
長
さ
は
二
〇

伽
で
短
か
く
、
幅
は
五

一
伽
で
あ
る
。
高
さ
は
七
四

切

で
あ
る
。

玄
室
は
方
形
で
、
奥
壁
に
横
向
き
の
削
り
目
が
残

っ
て
い
る
。
幅
は
破
壊
の

た
め
不
明
で
あ
る
が
、
奥
行
は
約

一
〇
〇

翻
の
平
入
り
形
を
な
し
て
い
る
。
天
丼

剣
落
の
た
め
高
さ
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
地
下
式
横
穴
は

一
八
号
と
同
じ
で
、
褐
色
粘
質
土
層
中
に
設
け
ら
れ
、

玄
室
の
床
面
は
混
軽
石
火
山
灰
土
層
に
達
し
て
い
る
。

（
第
五
図

）
ヽ

遺
物
は
、
直
刀
か
剣
か
が

一
本
あ

っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
工
事
を
し
て
い

た
人
夫
が
持
ち
去
り
、
所
在
が
わ
か
ら
な
い
。
調
査
し
た
時
に
は
何
も
発
見
で

き
な
か

っ
た
。

以
上
二
基
を
調
査
し
た
わ
け
だ
が
、
既
に
調
査
さ
れ
た

一
七
基
は
扁
平
な
自

然
石
を
用
い
て
堅
穴
上
部
を
塞
ぐ
型
式
で
あ

っ
た
が
、　
一
八
号
は
羨
門
部
を
塞

ぐ
も
の
で
あ
り
、
天
丼
は
ド
ー
ム
形
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
点
セ
除
け
ば
、
ほ

と
ん
ど
の
点
で

一
七
基
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
構
築
年
代

も
既
調
査
の
も
の
と
同
様
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ

れ
る
。注

①
　
九
州
縦
貫
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
②

ｌ
ｌ
ｌ
灰
塚
遺
跡
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一
九
七
三
　
　
宮
崎
県
教
育
委
員
会
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